
◎ 登山者の皆様へ（重要なお知らせ） 

  幌尻岳登山は、百名山の中で最難関と言われています。その所以は、本州在住者の方につい

ては距離的な事もあるとは思いますが、百名山唯一渡渉がある事によるもので、その沢も雨

が降り続くと増水し 2~3 日渡れなくなります。 また、最近の事故の大部分が渡渉中のもの

で、事故の多くは単独行の登山者、天候回復や川の水位低下を待たなかった判断ミス等とな

っています。登山者の高齢化、スケジュールの過密化などによるものと思われますが、上級

者でも難しいと言われている幌尻岳登山について、個人の登山者は渡渉時にはグループを組

んで行動し、増水時には見た目と足元の流れは違います。安全と過信せず無理をせずに幌尻

山荘で待機してください。安易な巻き道や強行下山は死亡事故につながります。重大な事故

を防止するためにも、ご自身の体力や経験、体調にあわせ、無理をせず、引き返す勇気を持

つことも重要となります。 

 

 

 

近年の幌尻登山事故情報 

年月日 事故内容 備考 

 

 

H29.8.29 

(2017) 

日本山岳会広島支部所属の男女 8名で下山中、午前 7時 10 分頃、雨で

増水した額平川で対岸にロープを張り、1人が伝って川を渡っている最

中に溺れた。助けようとした 2人も流れに足をとられた。現場の川幅は、

約 10ｍで普段の水深は約 50㎝だが、この日は増水で約 1ｍと深くなっ

ていた。他の 5人が近くにいた登山客に協力を求め、幌尻山荘の管理人

が衛星電話で消防に通報。溺れた 3人は他のメンバーに救助され付近の

岸に引き揚げられた。5人は自力で下山し、無事だった。（北海道新聞記

事より） 

死亡事故 

男性 4名、女性 4名 

（70 代 1 名） 

（60 代 7 名）  

3 名死亡、5名無事 

H28.7.4 

(2016) 

幌尻岳登山中に滑落し、防災ヘリにて国保病院へ搬送後、王子総合病院

へ転送。顔面陥没骨折、頭部外傷等負傷。 

女性 1名（60 代） 

1 名負傷 

 

H27.7.30 

(2015) 

幌尻岳登頂後、ほろしり山荘に 1泊。翌日下山途中、山荘と取水ゲート

の中間地点の四ノ沢付近で 3mほどの高さの斜面を降りるときに足を滑

らせて 1ｍほど滑落。右側頭部及び右手親指負傷。 

男性 1名（60 代） 

1 名負傷 

H26.8.17

（2014） 

額平コースから入山し幌尻山荘に宿泊したが、夜間山小屋で内耳の持病

が悪化し行動不能となり救急要請。 

男性 1名（70 代） 

1 名無事 

H26.8.2 

(2014) 

幌尻山荘から幌尻岳、戸蔦別岳を登頂し幌尻山荘に向けて六ノ沢を下山

中、バランスを崩し転倒。右足を負傷。 

男性 1名（60 代） 

1 名負傷 

H25.9.9 

(2013) 

幌尻山荘から幌尻岳、戸蔦別岳を登頂し幌尻山荘に戻る途中、額平川の

上流部（標高 1,200m 付近） 

で道に迷い同所でビバーク。 

女性 1名（60 代） 

1 名無事 

H24.8.16 

(2012) 

幌尻山荘から額平川を下山中、増水した沢の中で足を取られ転倒。右足

を負傷。 

女性 1名（50 代） 

1 名負傷 

  

 

 


